
（ばら積み海上輸送される液体化学品の特性）
第1部：製品名

	正式船舶輸送品名*
	

	主要化学名
	

	主要商品名

	

	別称
	


* 船舶輸送時の書類に記載される第一名称であり、IBCコードに反映される。

第2部：製品識別番号

	CAS Number
	

	EHS Number
	

	UN Number
	



第3部：製品の化学的特性

	化学式:
	

	輸送中の物理的状態:

液体、溶液（濃度wt%）又は溶融状態
	

	化学構造式:





第4部：組成
	成分名
	％
	範囲
	タイプ

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	



第5部：物理的特性
特性
単位
Qual
最低値
最高値
参考資料／コメント
・分子量
・密度（20℃）
(kg/m3)

・引火点（closed cup）
(℃)

・沸点
(℃)
・融点／流動点
(℃)

・水溶解性（20℃）
(mg/L)

・粘度（20℃）
(mP・s)

・蒸気圧（20℃）
(Pa)

・自然発火温度
(℃)

・爆発限界*
(%v/v)

・輸送温度
(℃)

・荷揚げ温度
(℃)
・MESG（電気装置）**
(mm)
・飽和蒸気濃度計算値
SVC（20℃）***
(mg/L)
・輸送／荷揚げ温度が「気温」でない場合は、その温度における粘度及び蒸気圧を表示すること。

注：20℃による値が使用できない場合は、値と基準温度を記入。
*   引火点が60℃以下の場合にのみ必要。

　　**  引火点が23℃以下、又はその製品がその引火点の15℃以内で輸送される場合にのみ必要。

　　*** SVCは、吸入による毒性はあるが、吸入ハザードを構成する十分な濃度の蒸気を発生しない製品の吸入ハザードを評価する際に用いられる。


第6部：化学的特性

水反応指数
（0-2） 

0 水と接触した場合、1又は2の値を正当化する反応を示さない化学物質。
1 水と接触した場合、熱を発生又は無毒性、不燃性又は非腐食性のガスを発生
する可能性がある化学物質。
2 水と接触した場合、毒性、引火性、腐食性のガスやエアロゾルを発生する
可能性がある化学物質。

詳細
参考資料

その製品は空気と反応して潜在的に危険な状況を誘発するか
(Y/N)
する場合、詳細
参考資料


危険な反応防止のために抑制剤又は安定剤が必要か
(Y/N)
する場合、詳細
参考資料


危険な反応防止のために冷蔵は必要か
(Y/N)
する場合、詳細
参考資料

第7部：哺乳類動物に対する毒性

7.1  急性毒性

	
	Qual
	値又は範囲
	生物種
	参考資料／コメント

	経口ATE/LD50
	(mg/kg)
	 
	 
	 
	 

	経皮ATE/LD50
	(mg/kg)
	 
	 
	 
	 

	吸入ATE/LC50
	(mg/l/4h)
	 
	 
	 
	 



7.2  腐食性及び刺激性
	
	結果所見**
	生物種
	参考資料／コメント

	皮膚刺激性／腐食性*
	
	
	

	眼刺激性
	
	
	

	* もし腐食性がある場合、
その曝露時間（時間）
	


**記載方法例: 刺激性でない、軽度の刺激性あり、刺激性あり、重度の刺激性あり又は腐食性あり

7.3  感作性

	
	Y/N
	参考資料／コメント

	呼吸器感作性（ヒトに対する影響）
	DOCVARIABLE "RSI"
	DOCVARIABLE "RSRef"

	皮膚感作性
	DOCVARIABLE "skinsenI"
	DOCVARIABLE "skinSenRef"



7.4  その他の慢性毒性
	
	Y/N
	参考資料／コメント

	発がん性
	DOCVARIABLE "MutI"
	DOCVARIABLE "MutRef"

	変異原性
	
	DOCVARIABLE "TerRef"

	生殖毒性
	DOCVARIABLE "TerI"
	

	その他の慢性毒性
	
	DOCVARIABLE "OLTERef"



7.5  関連する哺乳類毒性
・考慮すべき急性経口毒性データ
	影響
	Qual
	値又は範囲
	単位
	生物種
	参考資料

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


・考慮すべき急性経皮毒性データ
	影響
	Qual
	値又は範囲
	単位
	生物種
	参考資料

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


・考慮すべき急性吸入毒性データ
	影響
	Qual
	値又は範囲
	単位
	生物種
	参考資料

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


・皮膚刺激性/腐食性データ
	値
(mg)
	Cover
	曝露期間（時間）
	生物種
	所見
	参考資料

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


・眼刺激性データ
	値

(mg)
	Cover
	曝露期間（時間）
	生物種
	所見
	参考資料

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	



第8部：水生生物毒性、生物蓄積性及び生分解性
・8.1  急性毒性

	
	単位
	Qual
	値又は範囲
	生物種
	参考資料

	魚類LC50
（96時間）
	mg/L/96h
	
	
	
	

	甲殻類LC50
（又はEC50）
（48～96時間）
	mg/L/48h
	
	
	
	

	藻類LC50
（又はIC50）
（72～96時間）
	mg/L/72h
	
	
	
	



・8.2  慢性毒性
	
	単位
	Qual
	値又は範囲
	生物種
	参考資料

	魚類NOEC

（又はEC10）
	mg/L/96h
	
	
	
	

	甲殻類NOEC

（又はEC10）
	mg/L/48h
	
	
	
	

	藻類NOEC

（又はEC10）
	mg/L/72h 
	
	
	
	



・8.3  生分解性及び生物蓄積性

	試験内容
	単位
	Qual
	値
	試験方法

	28日間　生分解性
	％
	
	
	

	BOD5
	mg/L
	
	
	

	COD
	mg/L
	
	
	

	BCF
	-
	
	
	

	Log Pow
	-
	
	
	

	参考資料
	



・8,4  魚類へ考慮すべき急性毒性
	影響
	Qual
	値又は範囲
	単位
	生物種
	参考資料

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	



・8.5  甲殻類へ考慮すべき急性毒性
	影響
	Qual
	値又は範囲
	単位
	生物種
	参考資料

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	



・8.6  藻類へ考慮すべき急性毒性
	影響
	Qual
	値又は範囲
	単位
	生物種
	参考資料

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	



・8.7  生物蓄積性－BCF値
	Qual
	値又は範囲
	期間（日）
	生物種
	参考資料

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	



・8.8  生物蓄積性－Log Pow値

	Qual
	値又は範囲
	期間（日）
	生物種
	参考資料

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	



・8.9  生分解性の値
	Qual
	値又は範囲
	期間（日）
	生物種
	参考資料

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


・水生生物毒性に関する追記
	


・生物蓄積性に関する追記
	


・生分解性に関する追記
	



第9部：提出文書情報
別紙１





データ報告書式
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